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活動拠点 静岡県を拠点に全国  

略歴 

・1971 年：静岡県藤枝市生まれ 

・1994 年：静岡県入庁（土木技術職） 

・土木事務所などで施工管理を経験後、「静岡県 GIS」や「ふじのくにオープンデー

タカタログ」、「Shizuoka Point Cloud DB」の構築を担当 

・現在は i-Construction、自動運転、スマートシティ関連業務を担当 

 

 

地域情報化の 

専門分野・技術 

・ICT を活用した建設分野の生産性向上 

・スマートシティ（自動運転・MaaS） 

・３次元データの利活用促進 

・オープンデータの推進 

・地理空間情報・地理情報システム（GIS）の利活用促進 

 

 

専門分野 オープンデータ 防災 スマートシティ   

自治体向けメッセージ 
同じ自治体職員の仲間として、ICT やデータの利活用策を一緒に考える機会をいただ

ければ幸いです。 
 

関連サイト 

・３D 都市モデル「PLATEAU」インタビュー 

https://www.mlit.go.jp/plateau/perspective/02_interview/ 

・CIVIC TECH FORUM 2019「ソウハツする遊び場としての VIRTUAL SHIZUOKA」 

https://2019.civictechforum.jp/data/ctf2019/org/speakers.php?mode=movie&id=31 

・CIVIC TECH FORUM 2018「そういえば富岳 3776 景ってあったよね？」 

https://2018.civictechforum.jp/data/ctf2018/org/speakers.php?mode=movie&id=30 

 

地域情報

化に関す

る実績 

これまでの

経験業務・

研究活動 

（ICT 関連の経験業務） 

・庁内 GIS の統合と公開型 GIS 開発 

・都道府県初のオープンデータサイト「ふじのくにオープンデータカタログ」開設 

・３次元点群データのオープンデータサイト「Shizuoka Point Cloud DB」構築 

（委員等） 

・測量行政懇談会基本政策部会（国土地理院：2020～） 

・地盤情報活用検討会（総務省：2016～2018） 

・オープンデータ実務者会議：自治体普及作業部会（内閣官房：2015～2017） 

（主な受賞歴） 

・第 7 回先進政策バンク優秀政策：ふじのくにオープンデータカタログ開設 

 

 



・VLED 勝手表彰 2013 優秀賞:富岳 3776 景 

・VLED 勝手表彰 2017 貢献賞:３次元点群データのオープンデータ化の取り組み 

・Geo アクティビティコンテスト 2019 測量新技術賞：VIRTUAL SHIZUOKA 

・グッドデザイン賞 2020：VIRTUAL SHIZUOKA データセット 

https://www.g-mark.org/award/describe/51263 

・全国知事会先進政策大賞 2021：VIRTUAL SHIZUOKA データセットの公開 

http://www.nga.gr.jp/app/seisaku/details/5494/ 

これまでに

関与した地

域情報化に

関するプロ

ジェクト 

・富岳 3776 景（富士山の写真のオープンデータ投稿サイト） 

http://fugaku3776.okfn.jp/ 

・掛川祭りどこ屋台（祭典中の屋台、山車のリアルタイム位置情報の配信サービス） 

https://kakegawa.info/dokoyatai/ 

・VIRTUAL SHIZUOKA データチャレンジ（３次元点群データを活用したアイデアソン） 

http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-130/kensetsu-ict/data-

challenage2020.html 

・プライベートでは、Code for Kakegawa のメンバーとして活動中 

https://code4kakegawa.org/ 

 

 

 


